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1. 調査の概要 

当所は、科学技術に対する国民意識の変化を探るため、2009 年 11 月～12 年 3 月の毎月末にインターネット調査(以

下、ネット調査という)を実施し、報告書[1]、個票データ[2]並びに科学技術関心度等に関する統計分析をとりまとめた[3]。

更に、科学技術の意識への児童生徒期の体験の影響等を調べるため、2014年 2月末にネット調査を実施した(n=3000)。 

 

2. モデル設計・図示 

 本調査では、国民の科学技術関心度等（目的変量）向上の施策提案を目指し、他の主観変量や回答者属性変量(以

下、属性変量という)を説明変量として多項ロジスティック回帰モデル[3][4][5]で分析する。例えば、目的変量を科学技術

関心度 (4水準 k= 1:非常に関心がある, 2:どちらかというと関心がある, 3:どちらかというと関心がない, 4:全く関心がない)

とすると、 

 

ここで、通常の最適モデルに脱落した属性変量水準を個別変量化して追加後、再度 AICステップワイズ変数増減法

(AICs)を行い、残った水準変量を併合した後、更に AICsを行った[3]。この解は必ずしも通常の最適モデルのネストになら

ず近似だが、脱落しやすい多水準属性変量の情報を活用する意義があり、数理的究明に努めたい。 

以上の回帰モデルを研究者以外に対して説明するためにも、モデルが意味する(因果)関係を示す図示化が不可避で

ある。ここでは、説明変量を原因側、目的変量(科学技術関心度)を結果側、とみなし、更に原因変量に影響を及ぼす過去

のもう 1段階の影響因子を含めた。加えて次の法則で矢印により図示した(下図)。 

(1) 回帰モデルの推定係数値𝛽�̂�と標準誤差から z値を求め、両側 5％（10％は点線）棄却域に関係を設定した。 

(2) (1)のうち、目的変量との関係が互いに強まる傾向を赤色(実線)とし、相反する傾向を青色（二重線）とした。 

(3) 回帰モデルの逸脱度分析から強い関係を太線化した。即ち、P値<0.01：太線、P値<0.5：中線、P値<0.1：細線とした。 

 ただし、煩雑性の回避のため、関心度の直接原因以外の線の太さは細線で統一した。 

 

3. 図の解釈 

 科学技術関心度を高める小中の体験は、1)屋外遊び多し、2)物の分解が好き、3)小中の技術/家庭科好き、に大別され

る。高校教科の好き嫌いは影響しない。また、1)2)3)を高める父母の関わりは、a)キャンプ等野外活動へ連れていく、b)親

の仕事場へ行った経験、c)友達/兄弟姉妹の話、等となる。学校の役割としては、2)に、理科の先生好き、も影響しており

(なお、理科好き、は更に次の段階で因果関係が遠い)、児童生徒の科学技術への知的好奇心を喚起する教師が当該生

徒成長後の間接的に効果することが示唆されている。しかし、現時点ではその具体性は不明である。一方、昨今では研

究者による市民講座やシンポジウム等が開催されるが、当該シンポ等は科学技術関心度を高めておらず、逆に関心があ

ってもシンポ等への期待意識は高くない。これらの催しは飽和状態となり、効果が逓減した可能性がある。 
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